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《要旨》　言語変化の経年調査データから将来の言語変化を数量的に予測するモデル（横山・





Abstract: Th is paper discusses the validity of a new statistical model of language change proposed 
by Yokoyama and Sanada (2010) in an analysis of data on dialect standardization in Tsuruoka City, 
Yamagata Prefecture. Th is model supposes that a regional dynamic change in language refl ects 
a change over the years in linguistic memory traces which accumulate in the brains of the local 
residents during their life.
 Employing this model, Yokoyama and Sanada analyzed longitudinal survey data from Tsuruoka 
City, collected three times at twenty years intervals, and statistically confi rmed that the increasing 


























の調査時の人口は，第 1回調査時（1950年）が約 9万 6千人，






立国語研究所 1953, 1974, 1994, 2007）。つまり，横断調査法と縦断調査法を組み合わせた調査





ら 7年ごとに経年的におこなわれている (Schaie 1996, Schaie and Hofer 2001, Schaie and Willis 


































タを解析した。岡崎調査も鶴岡調査と同様に 3回にわたって実施された。第 1回は 1953年，
































    臨界期記憶＋調査年効果 → 共通語化     〔1〕
　先に述べたように，臨界期記憶は生年と，調査年効果は調査年と，それぞれ強い関係があ
る。よって，式〔1〕は式〔2〕のように書き換えてよい。
























   ・ 項目 207「ネコ」：非語頭におけるカ行有声化の有無（図 3は第 3回調査に用いた刺
激図）
   ・項目 223「エントツ」：語頭の母音エにおける狭母音化の有無




























項目 207「ネコ」 +0.0475892 0 −90.0756503
アクセント 5項目 +0.0254825 +0.0264587 −102.4427798
























































傾向があるという説 (Sankoff  2006)を強く支持するものである。見かけ上の時間とは，「臨界
期に習得した言語運用能力が生涯にわたる言語運用を決定づける」という仮定のもと，若年
層から老年層までのいろいろな年代層（世代）を対象に 1回の調査を実施し，そこから過去
の言語使用の姿を推定しようとする研究手法を指す (Labov 1972, Chambers 1998)。見かけ上
の時間による調査は，ある時点で 1回だけしかデータを収集しないので，たとえば図 5に示
す第 2回調査時点の 1971年に 1回だけ調査をおこなったとすると，跳ね上がり現象を観測
できない。そのため，変化の速さを過小評価してしまうことになる。
　各項目を個別に検討した結果，203a「セナカ：共通語 LHH，方言 LHL」，207a「ネ
コ：共通語 HL，方言 LH」，210a「ハタ：共通語 LH，方言 HL」，228a「カラス：共通語












































































参 照 文 献
阿部貴人（2010）『鶴岡調査回答データ説明書トライアル版 ver.0.1』国立国語研究所（理論・構造研究
系共同研究プロジェクトと研究情報資料センターの連携研究内部資料）．
Aitchison, Jean (1991) Language change: Progress or decay? 2nd edition. Cambridge: Cambridge University Press.
朝日祥之・松田謙次郎（2008）「敬語研究と実時間的言語変化研究との接点を求めて」『社会言語科学』
11: 39–50.










国立国語研究所（1994）『鶴岡方言の記述的研究：第 3次鶴岡調査報告 1』，国立国語研究所報告 109-1．東京 : 
秀英出版．
国立国語研究所（2007）『地域社会の言語生活：鶴岡における 20年間隔 3回の継続調査』国立国語研究所．
Labov, William (1972) Sociolinguistic patterns. Philadelphia: University of Pennsylvania Press.
Sankoff , Gillian (2006) Age: Apparent time and real time. In: Keith Brown et al. (eds.) Encyclopedia of language & 
linguistics, 2nd edition, 110–116. Oxford: Elsevier.
Schaie, Warner (1996) Intellectual development in adulthood: Th e Seattle longitudinal study. New York: Cambridge 
University Press.
Schaie, Warner and Scott Hofer (2001) Longitudinal studies in aging research. In: James E. Birren and Warner 
Schaie (eds.) Handbook of the psychology of aging, 5th edition, 53–77. California: Academic Press.
Schaie, Warner and Sherry Willis (2001) Adult development and aging, 5th edition. New Jersey: Prentice Hall. ［シャ












Yokoyama, Shoichi and Yukiko Wada (2006) A logistic regression model of variant preference in Japanese kanji: 







憶モデルによる敬語意識の変化予測」（共著，『社会言語科学』11，2008），A logistic regression 
model of variant preference in Japanese kanji: An integration of mere exposure effect and the 
generalized matching law. (with Yukiko Wada, Glottometrics 12, 2006)．
言語変化は経年調査データから予測可能か？
37
受賞：日本教育工学会論文賞（日本教育工学会，1997），徳川宗賢賞（優秀賞）（社会言語科学会，
2010）．
社会活動：社会言語科学会理事，社会言語科学会研究大会発表賞選考委員会委員長，計量国語学会理事，
日本心理学会認定心理士認定委員会副委員長．
基幹型共同研究プロジェクト「文字環境のモデル化と社会言語科学への応用」
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プロジェクトの概要
　パソコンや携帯電話で文字を打つとき，私たちは「桧―檜―ヒノキ―ひのき」のような変換候補
から 1つの表記を瞬間的に選択している。では，どの文字表記が選択されやすいのかを，確率理論
などで数量的に予測することは可能なのだろうか。このような問題意識のもと，日本語の文字表記
について，日本語学の知見に加えて，認知科学，計量経済学などの優れた発想・理論も参照しなが
ら研究を展開し，文字環境（文字レキシコンを含む）の質的・量的モデルを作成する。
　また，この文字環境モデルは，敬語の経年変化や，地域社会で進行中の共通語化などの研究にも
応用できる。とりわけ，愛知県岡崎市の敬語研究や，山形県鶴岡市の共通語化研究については，研
究情報資料センターや言語変異研究系と連携しながら検討をおこない，言語変化理論の統計的検証
を目指したデータ整備を進めて，社会言語科学や計量言語学の発展に寄与する。その成果は，言語
習得研究のほか，脳科学や老年学研究にも新たな地平を拓く可能性があり，既存の分野の枠を超え
た学際領域の創出につながるものと期待される。このように，本研究は学問領域の創成又は既存の
分野の枠に収まらない学際領域の融合を目指している。
